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ダ
ム
•
ス
ミ
ス
歿
後
一
百
五
十
年
記
念
講
演
會
講
演——

昭
和
十
五
年
六
月
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七
日
、
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醫
於
ぃ
て
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榇
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1
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ダ 

厂
本
年
は
多
數
の
人
々
に
よ
つ
て
經
濟
學
の
創
始
者
と
评
ば
れ
で
居
り
ま
す
る
ア
、ダ
ム
.
•ス
ミ
ス
.が
六
十
七
歲
を
以
つ
て
此
の
世
を
去 

り
ま
し
て
か
ら
恰
度
一
诨
五
十
年
に
相
當
い
た
し
ま
す
。
今
よ
り
十
八
年
前
、
大
芷
十
一
一
年
即
ち
西
紀
，一
千
九
百
1
ー
十
.三
年
六
月
五
日 

に
は
我
が
慶
應
義
塾
大
學
經
濟
學
部
は
同
じ
く
本
講
堂
に
於
き
ま
し
て
ス
ミ
ス
の
生
誕
二
百
年
を
記
念
す
る
講
演
#
並
.び
に
ス
ミ
ス
關 

係
_
書
の
展
覽
會
を
開
催
ー
た
し
ま
し
て
非
常
の
好
成
績
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
ま
'し
た
が
、.本
日
は
其
の
例
に
倣
ひ
ま
し
て
、
彼
れ 

の
歿
後
一
百
五
十
年
を
機
と
し
て
彼
れ
.を
泜
憶
す
る
意
味
の
：_
演
會
釔
開
催
い
：た
す
こ
と
、
相
成
り
ま
し
た
所
、東
京
帝
國
大
學
-
.1
|
1京
' 

•

 

商
科
大
學
並
び
に
早
稻
田
大
學
よ
り
は
多
大
.な
る
御
援
助
を
賜
り
、
.
#々
ス
.ミ
ス
硏
究
の
權
威
者
を
御
派
遣
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
は
洵 

に
我
が
義
塾
の
深
く
感
謝
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。：
又
，
本
日
よ
り
向
.ふ
六
日
間
義
塾
圖
書
餾
記
念
室
.に
於
い
て
開
催
い
，た
し
て
届
り
ま

ア
ダ
ム
ミ
スW

國
民
主
義
經
濟
學 

1〇

五

(

八
五
ご

.
-
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R
生
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經
濟
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o六

(

A

S5

す
る
.ス
ミ
ス
款
作
展
驚
會
に
は
锫
科
大
學
の
メ.

ン
ガ
ー
文
庫
、
帝
國
大
學
の
ス
ミ
ス
文
庳
其
の
他
よ
り
貴
重
叛
る
書
籍
の
御
出
陳
を
恭 

ぅ
し
慶
應
義
塾
圖

#-
俯
^
藏
本
の
缺
を
補
ふ
と
と
.を
得
ま
し
た
ヒ
：と
も
亦
感
謝
に
堪
.へ
ぎ
る
所
で
あ
り
ま
す
0
尙
.ほ
：一
言
御
斯
り
申 

し
上
げ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ヒ
と
は
、
.ス
ミ
ス
病
歿
'の
日
は
；ー
.千
七
百
九
十
年
七
月
十
七
日
.で
あ
り
ま
す
る
か
ら
、本
來
な
ら
ば
、 

來
月
十
七
日
を
以
っ
て
本
會
を
開
催
ず
可
き
で
は
あ
が
ま
す
る
が
、
何
分
そ
れ
に
て
は
暑
中
休
暇
：中
の
こ
と
X
相
成
り
ま
す
る
の
で
、

二
個
月
繰
り
上
げ
ま
し
'て
今
月
今
日
擧
行
す
る
こ
と
、
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
すo

西
洋
人
.は
死
去
の
年
よ
り
も
寧
ろ
生
誕
の
年
を 

多
く
記
念
ず
る
習
ひ
で
あ
る
に
加
べ
て
、
彼
れ
の
故
國
英
帝
國
は
今
.や
未
會
有
の
國
難
.に
際
會
し
、
其
の
恐
る
可
き
强
敵
の
賽
略
を
防 

ぐ
が
爲
め
に
全
力
を
尨
げ
て
猶
溉
足
ら
ざ
る
を
感
じ
っ
、
あ
る
際
で
あ
り
ま
す
る
の
で
、
或
ひ
ば
.彼
れ
を
記
念
す
.る
餘
裕
尨
ど
は
不
宰 

に
し
て
な
い
.の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。
洵
に
彼
れ
の
國
が
第
一
次
歐
洲
大
戰
に
於
け
る
戰
捷
後
の
榮
光
に
浸
っ
て
居
っ
た
彼
れ 

の
生
誕
二
西
坪
後
の
當
時
と
思
ひ
合
せ
ま
し
て
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
彼
れ
の
祖
國
が
危
急
存
[!
:
の
秋
に
當
り
ま
し
て
、 

彼
れ
に
よ
っ
て
其
の『

國
富
論』

中

にr

メ
キ
シ
コ
又
は
ペ
リ
ュ
ー
の
何
れ
に
比
し
て
も
豐
富
な
る
金
坑
若
し
く
は
銀
坑
を
有
す
る
こ 

と
は
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
點
に
於
い
て
其
の
何
れ
に
比
し
て
も
遙
か
に
富
み
、
更
ら
に
よ
く
耕
作
せ
ら
れ
、
總
べ
て
の
技
術
及
び 

製
造
業
に
於
い
て
更
ろ
に
進
步
せ
る」

國
の
一
と
し
て
擧
示
せ
ら
れ
た
る
極
東
の
帝
國
は
、
他
に
率
先
し
て
、
彼
れ
の
歿
後
一
百
五
十 

平
を
記
念
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
永
^r

本
大
學
に
於
い
て
經
濟
學
史
を
講
じ
な
が
ら
、
疏
懶
に
し
て
今
以
っ
て
ス
ミ
ス
に
對
す
る
硏
鑽
を
缺
き
、
特
に
此
の
記
彰 

講
演
#
の
壇
上
に
立
つ
て
御
淸
聽
を
煩
す
程
の
題
材
を
持
ち
合
せ
て
居
り
ま
せ
ん
。
唯
だ
些
か
栽
に
揭
げ
ま
し
た
題
目
に
就
い
て
岍
惑

.を
述T

、
1
U

太
學
の
三
敎
授
諸
君
.の
御
講
演
に
對
し
前
座
.の
'役
目
を
勤
め
.て
、
引
き
下
り
麼
い
と
思
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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獨
逸
は
第
十
九
世
紀
の
初
め
.に
至
る
迄
、
國
民
經
濟
學
の
領
撿
を
支
.配
す
る
自
國
の
.創
造
的
大
才
を
缺
い
て
居
つ
た
が
爲
め
に
、
ア 

ダ
ム
•
X.
ミ
ス
經
濟
學
は
逸
ち
早
く
獨
逸
國
內
に
侵
入
す
る
こ
と
.が
出
来
ま
し
た
。
彼
'れ
のf

國
富
論』

.

が
出
版
せ
ら
れ
ま
し
だ
時
、 

先
づ
此
の
書
に
注
意
を
拂
ひ
ま
し
た
も
の
は
英
國
主
室
と
の
關
係
か
ら
し
て
特
に
英
國
心
酔
の
傾
同
の
あ
つ
た
.ハ
ン
ノ
オ
フ
ア
王
國
で 

あ
り
ま
し
た
。
.一
千
七
百
七
十
七
年
三
月
十
日
及
び
四
月
五
日
の
，G

a:tingische gelelirte 

A
n
z
e
i
g
e
n

紙
上
に
於
い
.て
此
の
國
に
於 

'け
る
此
の
書
に
對
す
る
最
初
の
評
論
が
公
に
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ギ

°
ッ
チ
ジ
ゲ
ン
大
學
の
.I

敎
授
は
七
十
七
年
か
ら
八
年
に
亙
る
冬
の 

學
期
に
於
い
•て
之
.れ
に
關
す
.る
講
義
を
行
ひ
ま
し
た
。
而
し
•て『

•掛
#•
論J

が
倫
敦
在
留
の
獨
逸
人
3
ハ
ン
•
フ
リ

ー

ド

リ

ッ

.ヒ

•
シ
ル
ラ 

1

に
よ
り
ま
し
て 

Untersuchung der 

M
a
t
u
r

 u
n
d

 

Ursachen von 

Nationali;eichthumem 

von 

A
d
a
m

 

smith
.

云
々
と
1|

し
，て
一
.千
七
■百
七
十
六
年
か
ら
八
年
に
亙
つ
て
ラ
ィ
プ
チ
.ッヒ
に
於
い
，て
發
免
せ
ら
れ
た
.當
.時
に
於
い
て
は
、
未
だ
顧
る
者
と
，て
も
'少 

な
か
•つ
た
の
で
.
f

ま
ず
る
が
、
其
の
後
、一
千
七
百
九
十
四
、五
'•ハ
年
に
至
り
ま
し
て
.、
逾
俗
哲
學
者
ク
リ
ス
，チ
ァ
ン
•
ガ
ル
ゥ
エ
及 

.び
7
ウ
.グ
ス
-ト
*デ

ョ
リ
1

ン
に
よ

つ
て.cntersuchung 

s
nl
J. .
&
0 )
-
.
^
2 
け
自 

.die .ursachen .des 

!Nationalr

rt».ichthums von 

.
A
d
i

 h
s
m
i
t
h
^

々
.と
題
し
て
原
著
の
第
四
版
か
ら
翻
譯
ぜ
ら
れ
、
ブ
レ
ス
ラ
ゥ
に
於
い
て
四
卷
と
1>
.
.て
發
兌
せ
ら
れ
て
か
ら
.、此
の
偉 

'大
な
る
.蘇
蘭
經
濟
學
者
の
影
響
は
漸
次
獨
填
に
於
い
て
顯
著
と
爲
.る
に
至
;̂
ま
し
た
0ゲ
.オ
ル
グ
_
サ
ル
ト
リ
'オ
.ス
の
.ffiandbuch der 

c/taatswismenschafvzum. Gebrauche.-bey..akademischen .vorlesun

&q.-en, nach ..>dam...sraithv.Grunds

p:tzen 
一
 ausgearbeited.
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民
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ー
0
八

.

+ (

八
五
四)

は
一
千
七
百
九
十
六
年
を
以
っ
.て
、

叉
ア
ウ
グ
ス
ト•

フh

ル
ザ
イ
ナ.
ン
ド
ユ
：
|ダ

ー

のa
e
b
e
r

 

Nation alindustrie 
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Staatswiitschaft, 

nach. A
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s
m
i
p

は
一
' 千
A：
百
年
か
ら
® '
ー
年
'に
亙
ク
て
出
版
叱
ら
ル
_ま
し
た
0 

■
タ
リ
-ス
チ
ァ
ン
•
ヤ
コ
ブ
， 

ク
ラ
ウ
ス
は
旣
に
一
千
七
百
八
十
一
年
を
以
つ
て
キ
ョ
ォi!

ッ
ヒ
ス
ベ
，：ル
グ
大
學
.に
於
い
て『

國
影
1』

講_

を
開
始
い
た
し
ま
し
た 

が
同
九
十
六
年
フ
ォ
イ
ク
ト
に
書
を
寄
せ
て
、
世
界
は
曾
っ
て
之
れ
ょ
り
も
重
要
な
る
書
に
遭
遇
し
•た
る
と
と
が
な
い
と
述
べ
.て
居 

り
ま
す
。
而
し
て
當
時
に
於
け
る
有
名
な
る
政
治
家
ゲ
ン
ツ.
は
同
九
十
年
士
一
月
、
*
の
友
人
に
書
を
寄
せ
て
、
彼
れ
は
三
度
び
此
の
’
 

觀
を
通
讀
せ
る
旨
を
物
語
っ
て
ゐ
ま
す
。

ス
ミ
ス
の
原
理
は
多
大
な
る
反
對
を
棑
しV

全
獨
务
に
普
及
い
た
し
ま
し
た
。
.ナ
ポ
レ
ォ
ン 

戰
淨
の
終
局
に
至
り
ま
す
る
迄
に
、
官
憲
並
び
に
敎
壇
に
立
ち
っ
k
あ
.る
經
濟
學
者
は
新
思
想
の
洗
禮
を
受
け
ま
し
た
。
シ 

'
ク
イ
ン 

.及
びC

ル
デ
ン
べ
ル
グ
は
實
に
其
の
嚮
镎
者
で
あ
り
ま
し
た
o.
而
し
で
、

ー
千
八
百
ニ
十」

年
の
普
國
關
税
は
愼
重
な
る
態
度
を
以
っ 

て
ス
ミ
ス
の
學
說
を
適
用
せ
る
歐
洲
最
初
の
關
税
で
あ
り
ま
し
た
タ
英
佛
に
比
し
產
業
的
に
後
れ
て
居
っ
た
獨
逸
人
は
彼
れ
等
が
其
の 

製
造
品
の
大
部
分
を
輸
入
し
、
農
產
物
を
輸
出
し
っ
.、
あ
っ
た
間
は
、
英
國
を
嘆
美
し
、
.
經
濟
的
自
由
主
義
を
採
用
す
る
と
と
が
出
來 

た
の
.で
あ
り
ま
す
0

ス
ミ

ス
は
询
に
獨
逸
內
.にI

學
派
を
創
設
し
っ
、
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
れ
は
恰
も
力
ン
ト
の
哲
學
上
に
於
け
る
に
等
し
き
地 

位
を
經
濟
學
上
に
於
い
て
占
む
る
に
至
っ
た
と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
凌
す
。」

兀
來
、
此
の
國
に
於
い
て
は
、
.經
濟
學
は
{目
房
學
の
解
體
分
岐 

か
ら
生
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
，る
が
、
第
十
九
世
紀
の
初
め
に
於
い
て
、

ネ
リ
ウ
ス
•
フ
ォ
ン
•
ゾ
ー
デ
ン
は
世
#

全
般
に
互
れ
る
原

則

ょ
 

り
坐
じ
斯
く
て
又
人
類
全
體
に
關
す
る
經
濟
學
說
を
表
示
す
る
が
爲
め
：.に
、
初
め
.て
•
.

「
國
民
經
濟」

：(Volkswirtscbaft )

な
る
名
辭

/ 

■

を
使
用
し
、
而
し
て
之
れ
を
、
政
治
的
組
織
に
装
礎
を
有
し
國
家
の
範
圍
內
に
於
け
る
經
濟
的
福
利
に
關
す
る
學
龙
る「

國
家
經
濟
學」 

s
t
a
a
t
s
-wirtschaftskgde)

と
區
別
い
た
し
ま
し
た
。
而
し
て一

千
八
百
〇
五
年
か
ら
同
一
一
十
四
年
に
亙
つ
て
出
版
せ
ら
れ
た
彼
れ
.

•
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•
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•
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•

の
主
著

s
e Na

t
i
o
n
a
l
a
k
o
g
m
i
e
.

九
卷
は
實
に
前
述
，せ
る
ガ
ル
ゥH

譯

『

國
富
論』

の
評
論
ょ
り
現
れ
た
も

.の
で
あ
り
ま
す
。
彼
れ

は
大
體
に
於
い
て

'ス
ミ
ス
の
原
理
を
採
用
す
る
と
共
に
更
ら
に
系
統
的
な
る
形
態
に
於
い
て
之
れ
を
表
明
し
、
.若
し
く
於
之
れ
に
批
評

*  

.
 

•
 

... 

.
*'•••••

 

*

的
修
正
を
加
へ
て
更
ら
に
正
確
に
斯
學
の
根
本
概
念
を
決
定
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
o
'

\

第
十
九
世
紀
の
初
期
以
來
、
_獨
逸
に
於
け
る
經
濟
學
說
の
發
達
は
、
.固
ょ
り
自
國
の
哲
學
か
ら
幾
分
の
影
響
を
受
け
て
は
居
り
ま
し 

た
が
、
根
本
的
に
は
依
然
と
し
て
英
國
に
依
存
.せ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
然
る
に
種
々
な
る
事
情
に
據
つ
て
國
民
的
感
情
の
發
達
が

. 

•
 

.
V
 >
 

•
 

-
 •
 

•
 -
 •
 
■
 •

. 

. 

.
 
-. 

.

他
に
比
し
て
後
れ
て
居
つ
た
此
の
國
に
於
き
ま
し
て
も
、
漸
く
に
し
て
國
民
主
義
的
性
質
を
有
す
る
經
濟
學
說
が
表
明
せ
ら
る

X
に
至 

る
と
典
に
、
ス
ミ
ス
の
學
說
は
次
第
に
非
難
攻
擊

.の
的
と
爲
る
に
至
り
ま
し
た

0

パ
.
：

.
：

獨
逸
國
民
觀
念
の
發
達
に
最
も
重
要
な
石
貢
献
を
爲
せ
る
哲
學
者
は
ョ
ハ
シ
，
ゴ
.，
ト
リ
ー
ブ
•
フ
イ
ヒ
テ
で
あ
り
ま
し
たo

フ
イ
ヒ 

テ
は
初
：

Q

は
自
然
法
の
信
者
で
あ
り
、
個
人
的
自
油
主
義
者
で
あ
り
ま
し
た
。
.彼
れ
は
初
期
.の
著
作
に
於
い
て
は
•國
家
‘を
以
ク
て
、
單 

に
自
然
的
諸
權
利
を
防
護
す
る
の
.手
段
で
あ
り
、其
れ
自
體
に
於
い
て
は
斷
じ
て
目
的
た
り
得
ざ
る
も
の
と
說
い
た
の
で
.あ
り
■ま
す
。
彼 

.
机
は
統
治
の
目
的
は
統
治
を
不
必
要
な
ら
し
む
る
に
存
す
る
と
思
雒
し
：衣
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
、
彼
れ
-の
思
想
發
達
.の
次
ぎ
の
段 

.階
忙
於
い
て
は
、
フ
イ
'ヒ
ー
r
は
、
其
の
論
理
询
歸
結
に
推
し
讓
め
ら
れ
戈
個
人
在
義
1
ヾ
國
家
ょ
り
し
，て
純
然
た
^
諸
權
利
の
消
搦
的 

.
持
以
上
め
或
る
も
の
を
要
求
す
^
と
嫩
す
の
結
論
に
到
着
い
た
^
ま
し
た
。
そ
は
是
れ
噚
諸
權
利
を
實
施
す
る
が
爲
.め
.に
、
特
に
邂

ケ
ダ
.

ミス々
十獨识

主

：
經̂
骑
學
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.
1

1

.0(

八

-5
0 

濟
的
.領
域
‘に
於
い
て
、
.國
家
の
，能
^
的
、
：：
積
極
的
干
涉
を
.要
求
七
ま
す
0
フ
ィ

ヒ
テ
は
、
.
Tダ
ム•

X
ミ
ス
の
諸
利
益
の
自

然

的
調

和

匸|
 

關
寸
る
管
：見
、
，從
っ
て
又
、
其
の
芘
當
視
す
る
自
由
主
義
的
政
策
を
以
っ
'て
、
英
國
の
如
く
强
大
な
る
中
層
階
級
を
.有
す
る
繁
盛
に
し 

て
統I

せ
ら
れ
た
國
土
に
於
い
て
の
み
■唯
り
思
考
し
得
る
も
の
で
あ
り
ま
.し
て
、
繁
盛
で
も
な
く
，
.
又

統
一
し
.て
も
居
ら
ず
、
且
っ
主 

4
し
て
農
業
に
依
存
す
る
獨
逸
の
如
き
國
土
は
、
個
人
の
安
寧
幸一

福
に
取
っ
て
必
要
缺
く
可
ら
ざ
る
經
濟
的
安
固
を
維
持
す
る
が
爲
め
.

に
國
家
に
依
る
積
極
的
干
渉
の
政
策
を
要
求
す
る
と
と
を
主
張
い
^
し
ま
す
。
斯
く
の
如
き
も
の
は
實
に
ー
千
八
百
年
エ
發
兌
せ
ら
れ

,
 

. 

. 

. 

. 

' 

- 

.

た
彼
れ
のa

'rt>r'geschIOSS

:s-
:
H
a
n
d
l
t
a
a
t
.

.中
に
表
明
.せ
ら
れ
た
國
家
社
會
主
義
的
理
論
..で
あ
り
ま
す

o
然
し
な
が
ら
、
此
の
.思
想 

發
達
の
第
こ
段
階
に
於
い
て
も
、
猶
ほ
未
だ
彼
れ
の
理
論
は
國
民
主
義
で
は
な
か
っ
た
と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
彼
れ
の
胸
裡
に
於
き 

，ま
し
て
は
*
國
家
は
如
何
に
窠
要
で
あ
り
ま
1
て
も
、
猶
ほ
其
れ
自
體
に
於
い
て
目
的
で
は
な
く
»
手
段
に
過
ぎ
.ざ
る
も
の
で
あ
り
ま 

し
1た
。
國
民
的
菽
礎
の
上
に
键
設
せ
ら
れ
た
國
家
を
以
っ
て
至
高
の
善
と
做
す
の
觀
念
が
現
れ
ま
す
.の
は
、
其
の
一
千
八

百
〇
八

年
の 

R

.a
e
n an die d

e
u
t
s
c
h
e
'
N
a
t
i
p

に
於
い
て
で
あ
り
ま
し
た
。
，而
も
、彼
れ
の
國
民
主
義
は
'其
の
人
道
の
世
界
主
義
的
浬
想
と
調
和 

す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
.0

,
先
づ
哲
學
に
根
差
せ
る
•有
機
的
社
會
觀
|±
、軀
が
十
浪
漫
主
義
的
講
に
實
を
.結
び
ま
し
.た
0
浪
漫
主
義
の
經
濟
學
者
て
グ
含
ミ
ュ 

丨
ラ
丨
は
國
民
經
濟
の
'有
機
的
單一

性
と
永
續
性
と
を
注
意
し
て
、
.主
と
し
て
世
界
主
義
と
個
人
主
義
と
に
桃
戰
い
た
し
ま
し
た
。
彼 

れ
は
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
理
論
並
び
に
一
，般
の
近
代
的
經
濟
學
が

.機
械
的
、
原
子
論
的
、
個
人
主
義
的
で
あ
っ
て
、
又
、
純
然
た
る
物
質 

的
性
質
を
有
す
る
社
會
觀
を
提
唱
し一

切
の
倫
理
的
勢
力
を
無
效
に
歸
せ
し
め
、
道
徳
的
指
揮
の
必
要
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
又

結
局
私
有
財
康
及
び
私
益
の
理
論
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
國
民
的
共
同
一
致
及
び
歷
史
的
連
續
不
斷
の
關
係
に
於
い
て
、
 

人
民
全
體
の
生
活
を
考
察
す
る
こ
と
な
き
を
論
據
と
し
て
之
れ
を
拒
否
い
た
し
ま
し
た
。

獨
逸
の
經
濟
的
發
達
は
英
國
の
其
れ
と
比
較
し
て
腌
弱
で
あ
り
、
後
れ
て
居
り
ま
し
た
。
自
由
主
義
は
旣
に
市
場
に
其
の
地
歩
を
確 

保
せ
る
有
力
な
る
英
國
の
商
工
業
者
に
取
っ
て
は
著
し
く
滿
足
な
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
獨
逸
の
自
由
主
義
者
は
彼 

れ
等
の
師
た
る
英
國
經
濟
學
者
等
を
學
ん
で
、自
由
貿
易
論
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
全
體
と
し
て
の
中
層
階
級
は
漸
次
英
國 

流
の
經
濟
制
度
が
淡
し
て
獨
逸
に
取
っ
て
は
祝
福
す
可
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
承
認
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
而
し
て
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
負 

ふ
所
の
極
め
て
多
い
も
の
と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
獨
逸
國
民
主
義
の
經
濟
學
者
フ
リ
！
ド
リ
ッ
ヒ
•
リ
ス
ト
は
、
ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
の
硏
究 

が
物
質
的
價
値
を
創
造
す
る
人
間
の
活
動
に
限
定
せ
ら
る
、
で
と
を
非
難
い
た
し
ま
し
た
。
リ
ス
ト
を
以
っ
て
觀
れ
ば
、
ス
ミ
ス
は
確 

か
に
人
間
の
生
產
力
が「

熟
練
及
び
明
察」

に
依
賴
す
る
こ
と
を
承
認
し
て
ゐ
ま
す
が
、
而
も
''
.
這
般
の
熟
練
及
び
明
察
.の
原
因
に
關 

す
る
被
れ
の
.硏
究
に
於
い
て
彼
れ
は
分
勞
以
上
に
其
の
步
を
進
む
る
と
と
な
く
、.

而
し
て
.彼
れ
は
単
に
交
換
、
..物
質
的
資
本
の
增
加
及 

び
.布
場
の
'擴
張
に
ょ
っ
て
の
，み
之
れ
を
說
明

.し
ま
す
。
而
し
て
直
ち
に
彼
れ
の
學
說
は
愈
々
深
く
物
質
主
a
、
自
刹
主
義
及
び
個
人主

.. 

義
.に
陷
り
ま
し
た
。
彼
れ
祀
し
て
若
し
其
の
心
を「

慎
値」

’即
ち「

交
換
價
値」

：
の
觀
念
に
ょ
っ
て
.支
配
せ
し
む
る
こ
と
愈
く
、「

生
.產 

力
. 」.

の
觀
念
を
追
求
い
た
し
ま
し
た
な
ら
ば
、
彼
れ
は
經
濟
現
象
を
說
明
す
る
ず
爲
め
に
、「

價
値
0
理
論」

の
側
ら
に「

生
遨
力」

.の 

獨
立
な
る
遞
論
を
考
察
す
名
•の
必
要
を
會
得
す
.る
..に
至
る
可
き
箸
で
あ
り
ま
し
た
。
リ
ス
ト
に
從
..へ
ば
、
誤
っ
て
.「

.工
業」

主
義
と
稱 

せ
ら
れ
.た
此
の
交
換
價
値
主
義
は
價
値
.の
‘理
論
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
單
な
る
店
商
人
若
し
く
は
個
人
商
人
の
理
論
た
る
も
の
で 

.ア
ダ
ム
•
ス
，ミ
メ
ミ
國
民
生
義
經
霞
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あ
っ
て
、
如
何
に
し
.て
全
國
民
.の
..生
.產
カ
が
其
の
文
化
、
.福
利
、
.權
勢
、
：存
續
及
び
獨
耷
せ
名
特
殊
，.の
利
益
の
禽
め
に
存
立
：せ
し
め
ら 

れ
、
增
加
せ
お
れ
、
維
持
せ
ら
れ
、
又
保
存
.せ
ら
れ
得
る
.か
を
示
し
.っ
、
.あ
る
科
學
的
理
論
で
.は
な
か
っ
た
.の
で
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ト 

..は

.自
功
主
義
學«
の
理
論
は
三
大
疾
患
に
.惱
さ
れ
て
ゐ
る
と
考
ヘ
ま
す
。
第
一
1
國
員
|4
の
.本
胃
を
_
办
ず.

又
其
の
利
益
の
滿
足
を 

も
考
察
す
る
こ
と
':の
な
い
際
涯
散
き
世
界
主
義
、
.第
一一

は
國
民
の
精
神
的
及
び
宗
敎
的
、
現
在
的
及
び
未
來
的
利
益
並
び
に
生
.產
力
を 

顧
慮
す
る
こ
と
^
く
"
常
に
物
の
交
換
價
値
の
み
を
特
に
眼
中
.に
置
く
生
氣
な
き
物
質
主
義
、
.而
し
て
第
三
：は
其
の
一
層
高
貴
な
る
結 

艰
を
生
.ず
可
き
社
會
的
勞
働
の
本
質
及
び
協
力
：.の
作
用
を
誤
認
し
、
私
的
產
業
は
全
人
類
が
別
箇
の
國
民
的
社
會
に
分
割
せ
ら
れ
ざ
る 

場
合
に
は
、ST

由
交
易
に
よ
つ
て
、
社
會
即
ち
人
類
：と
共
に
自
己
を
發
達
■せ
し
む
可
き
も
の
と
し
て
全
然
之
れ
の
み
を
叙
述
す
る
破
墙 

的
尨
る
自
利
主
義
及
び
個
人
主
義
で
あ
り
.ま

す

.0
'

.
ア
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
.は
斯
く
の
如
く
獨
逸
國
民
主
義
者
か
ら
痛
烈
な
る
非
難
攻
擊
を
受
け
た
の
.で
.あ
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
、
私
は
寧
ろ 

，個
人
主
義
的
、

自

利

、王
義
的
、
特
殊
主
義
的

.な
る
英
國
重
商
主
義
即
.ち
マ
ー
力
.ン
ク
ィ
ル
•
シ
ス
.テ
.ム
；に
對
す
る
，反
抗
と
し
て
彼
れ

1の
經 

.濟
學
は
生
^
た
も
の
.と
觀
よ
ぅ
と
.す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

.

.

.

.

. 

-

.

■三
：

..

..

..
 

. 
'
 

■ 

.

現
代
諸
學
者
の
間
に
は
重
商
主
義
を
以
っ
ベ
國
民
主
義
的
經
濟
體
系
と
解
釋
す
ス
。も
の
が
多
い
や
ぅ
で
あ
り
ま
す
。
例
ぺ
ば
、

工
ド 

ガ
ー
•ザ
ー
リ
ン
傅
士
の
言
ふ
所
.を
奴
っ

:^
し
ま
す
.れ
‘.ば
、
重
商
主
義
的
短
論
篇
の
內
容
及
び
目
的
は
、
國
民
經
濟
と
し
て
最
も
よ
く
表 

微
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
而
む
て
玆
に
所
謂
國
民
經
濟
ば
恰
も
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
'
.ヒ
•
リ
ス
ト
が
之
れ
を
了
解
し
而
し
て
设

モ

れ
に
先
立
つ一

一
百
餘
牢
の
昔
に
於
い
て
佛
蘭
西
人
ア
ン
ト
ア
ン)

•、、ツ
*
モ
ン

ク

レ

シ
ア
ン
が「

政
治
的
經
濟」

の
語
を
銘
じ
た
る
と
同 

一
：の
意
味
に
於
い
てg
あ
り
、「

國
家
.の
光
榮
、
擴
張
及
び
富
裕」

を
總
べ
て
の
政
策
の
自
明
的
最
高
目
的
と
推
斷
す
る
意
味
に
於
い
て 

あ
り
ま
す
。

、
然
し
な
が
ら
、
私
共
は
所
謂
重
商
主
義
時
代
'の
.「

國
民
主
義」

は
現
代
の
國
民
主
義
と
は
相
異
れ
る
某
礎
の
上
に
立
ち
っ
K
あ
る
こ 

と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
曩
き
に. 一

言
い
た
し
ま
し
た
如
く
、
國
民
主
義
は
第
十
八
世
紀
及
び
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
浪 

漫
主
義
の
子
で
あ
り
、
各
個
國
民
の
先
天
的
に
決
定
せ
ら
れ
'^
特
性
及
び
獨
特
の
運
命
に
對
す
る
信
念
の
結
果
で
あ
り
ま
すo

斯
く
の 

如
き
思
想
は
第
十
六
、
七
世
紀
の
人
々
に
は
殆
ん
ど
全
く
知
ら
れ
て
居
り
ま
.せ
ん
で
し
た
。
地
理
的
位
置
と
歷
史
的
事
情
と
に
由
つ
て 

英
國
の
土
地
的
上
層
階
級
及
び
商
業
的
中
層
階
級
は
他
に
先
ん
じ
て
國
民
的
自
負
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
な
が 

ら
第
十
八
世
紀
以
前
に
於
い
て
は
、
未
だ
此
：の
國
に
於
いy.

す
ら
眞
の
國
民
主
義
は
存
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
ま
すo 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

.ム
のh 

y
. 

H

フ
.
•へ
ッ
ク
シ
ャ
は
重
商
主
義
を
以

.っ
て
浪
漫
主
義
侵
入
以
前
の
.時
代
に
行
は
れ
て
居
っ
た
國
家
及
び
國 

民
.間
.の
.關
係
.に
關
す
る
見
解
を
表
明
す
る
も
の
と
做
し
て
ゐ
ま
す
o
彼
れ
の
言
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
其
の
關
心
事
は
國
家
で
あ
っ
て
、
 

國
民
で
は
な
か
っ
た
の
で
^
り
ま
す
。

.
然
ら
ば..

.'m
商
主
義
は
集
し
て
國
家
主
！！
的
な
も
の
で
.あ
り
ま
し
た
ら
ぅ
か
。
御
承
知
の
如
く
、グ.
ス
タ
ッ
フ•
シ
ユ
モ
ラ
、1-
'
及
び
其 

の
學
徒
は
、.
重
商
主
義
を
以
っ
て
、
近
世
初
期
に
於
け
る
國
家
形
成
の
經
濟
的
過
程
の
總
べ
て
を
包
含
す
る
も
の
と
做
し
て
ゐ
ま
ナo 

襲
き
に
擧
げ
ま
し
た
，
ッ
ク
、ン
ャ
ー
は
重
商
主
義
的
經
濟
政
策
の
主
體
も
客
體
も
共
に
國
家
で
あ
る
と
見
て
ゐ
ま
す
。
又
、
マ
ー
ヴ
ィ

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
スw

國
K
主
義
經
濟
崭 

‘ 

ニ

三

(

八
五
t 
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ン
•
'ク
ロ
べ
、
ハ
'
ッ

.

フ
.

傅
士
は
現
代
の
ファ

ッ
シ
ス
.ト
が
其
の
全
體
主
義
的
國
家
觀
に
於
い
て
重
商
主
義
者
等
と
共
通
な
る
多
く
め
も
の
を 

有
す
る
な
ど
と
說
い
て
ゐ
ま
す
。
.然
し
な
が
ら
私
は
斯
く
の
如
き
解
釋
は
君
主
的
若
し
く
は
宫
權
的
重
商
主
義
の
み
を
觀
て
、
非
官
權 

的
港
し
く
は
本
然
の
意
義
に
於
い
て
の
，重
商
主
義
、即
ち
商
人
的
重
商
主
義
を
注
意
す
る
'&
,と
な
き
.に
栽
く
も
の
，で
あ
る
と
考
ベ
ま
ず
。 

重
商
主
義
を
論
^
ょ
ぅ
と
す
る
者
枕
英
國
の
其
れ
と
大
陸
の
其
れ
と
を
區
別
す
る
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
ュ
モ
ラ
ー
の
意
見
に
逍
隨 

し
て
、
重
商
主
_
を
以
っ
て
國
家
形
成
の
經
濟
的
過
程
の
全
般
を
包
含
す
る
も
の
と
觀
ま
す
る
の
時
、
.少
'く
と
も
英
國
の
如
き
國
家
的 

統
一
.の
業
が
早
く
第
十
三
世
紀
、'の
進
み
に
於
い
て
達
成
せ
ら
れ
た
國
に
於
い
て
は
、
重
商
主
義
は
遠
く
中
世
に
遡
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
も 

の
と
爲
り
ま
す
P
洵
に
重
商
主
義
な
る
語
に
對
し
て
定
義
を
與
ふ
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
、
重
商
主
義
を
以 

っ
て
、
.若
し
、
明
確
に
特
殊
の
歷
史
的一

時
期
を
理
解
す
る
を
得
せ
し
む
可
き
手
段
的
若
し
く
は
用
具
的
概
念
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
觀 

る
、C
と
が
出
来
ま
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
は
.

「

資
本
及
び
私
益
の
至
上
權
の
歷
史」

の
始
ま
る
第
十
六
世
紀
に
其
の
紀
元
を
置
き
、
而
し 

て
先
づ
財
寶
即
ち
鑄
貨
及
び
地
金
を
國
家
及
び
商
人
の
貯
へ
中
に
齎
し
、
.之
れ
を
國
內
に
保
留
す
る
の
手
段
と
し
て
外
國
質
易
を
尊
重 

し
次
い
で
特
殊
の
培
人
的
利
益
を
'*
護
し
增
進
し
得
る
限
り
に
於
v>
て
の
み
國
家
及
び
政
府
の
統
制
及
び
干
涉
を
希
望
し
、
' 更
ら
に 

德
ん
で
は
、

ー
國
の
貿
易
が
國
灼
の
產
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
る
の
指
標
と
し
て
貿
易
の
差
額
を
重
視
す
る
に
至
り
、
而
し
て
國
家
的 

權
威
を
以
っ
て
す
る
產
業
の
指
導
管
理
が
諸
利
害
關
係
の
矛
盾
撞
着
に
ょ
っ
て
其
の
實
行
困
難
と
爲
り
、
終
に
個
人
的
自
由
主
義
が
大 

體
に
於
.い
て
勝
利
を
占
む
る
に
至
る
迄
の
經
濟
思
想
並
び
に
經
濟
政
策
：を
指
稱
す
る
を
以
っ
て
最
も
便
宜
と
看
做
す
可
き
で
は
あ
り
ま 

す
ま
い
か
。 

'

.
今
.、
.近
世
的
な
る
1?
商
主
義
を
中
世
的
な
る
.地
金
主
義
即
ちb

u
m
o
n
i
s
m
.

に
對
置
せ
ん
と
す
る
の
當
否
は
.暫
く
之
れ
を
論
じ
.な
い 

こ
と
と
'い
た
し
ま
す
る
が
.，
所

謂

地

含

蒙

時

代

f

第

士

ハ

世

紀

に

於

け

る

講

裔

は

證

未

か

ら

論

述

せ
ら 

「

る

、
も
の
が
多
か
つ
た
の
：
で
あ
：

^
ま
す
る
が
、
此
：の
世
紀
の
終
末
と
共
に
商
人
的
、
特
殊
主
義
的
見
地
に
立
脚
せ
る
も
の
が
頓
に
多
き 

を
加
へ
て
參
り
ま
す
。

一
千
六
百
〇

T
年
の
•頃
か
ら
幾
篇
か
の
論
篇
を
公
■に
し
て
地
金
主
義
者
流
の
.「

爲
替
均
衡
の
.制
度
b
を
最
も
.力
.
 

■鬼
く
主
張
し
て
ゐ
る
.も
の
は
デ
エ
ラ
ー
ル
*、、ツ
•
マ
リ
ー
ン
.で
あ
り
.ま
す
.る
.が
、
彼
れ
の
意
見
に
據
り
ま
す
と
、
爲
替
寶
買
は
王
立
兩
替 

人
又
は
國
芏
に
ょ
つ
.■て
公
認
せ
ら
れ
た
.

一:

定
の
他
.の
者
に
制
限
せ
.ら
■.る
可
き
.も
の
セ
あ
り
ま
す
。

マ
リ
ー

X
.

が
玉
立
兩
替
人
の
再
興
を 

.主
張
し
'ま
し
，た
と
と
は
彼
れ
に
後
暗
い
私
利
的
な
魂
膽
が
あ
つ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
ジ
エ
ー
ム
ズ
ニ
世
は
、
彼
-れ
に
し
.て 

浩
し
び
願
者
の
要
.求
を
.容

れ

，て

同

職

を

復

活

.せ
し
め
ま
す
る
^
ら
ば
、.
四
十
萬
礙
を
提
供
..す
可
き
旨
を
申
し
出
で
ら
れ
ま
し
，だ
。

マ
リ 

丨
ン
は
恐
ち
く
是
れ
等
の
出
.願
者
等
と
氣
肌
ぎ
通
乜
て
居
.つ
た
も
.の
で
あ
ら
ぅ
..と
想
像
ぜ
ら
れ
て
.ゐ
ま
す
0
又

、

同

じ

<
,
ー

千

六

百

〇 

一
年
.の
ゅ
ヵ
ら
諸
1
篇̂
.を
1
4
-行

し

_て
熱
、も
に
地
金
主
義
を
主
張
せ
る
ト
ー
マ
ス

•
ミ
ル
ス
は
全
く
外
港
即
ち
O
S
I
P
O
H
t

の
税
關
吏
と 

し
.て
立
論
し
て
ゐ
■る
も
：の
で
あ
セ
ま
す
。
‘
彼
れ
は
.マ
ー
チ
ヤ
，ン
ト•
.ア
ド
ヴ
エ
ン
チ
ユ
ラ
ー
ス
の
獨
占
が
倫
敦
を
發
達
せ
し
..め
て
、
ル
 ̂

を
疲
弊
せ
し
む
る
.も
の
と
思
惟
し
た
，の
，
で
あ
り
ま
す

o
.而
し
.て
、'
之
れ
吃
對
し
て
一千
六

百

〇

一

年

>

Treatise of C
o

日merce
..

を 

±
梓

し

た

も

の

.は

實
に
.マ
.丨
チ
ヤ
シ
ト

•ア
ド
：ヴ

，エ
ン
チ
ユ
ラ
ー
.ス
會
社
の
秘
書
ジ
；日
ン
•
ボ
ィ
ー
ラ
ァ

.で
あ
ゎ
ま
し
た
。
彼
れ
は
同
會 

社
を
_
訴
：す
る
外
港
の
税
關
吏
等
に
向
'つ
.て
警
吿
を
發
し
、

マ
丨
.チ
>
ン
.ト
'
ア
ド
.ヴ
ヱ
ン
チ
ユ
ラ
ー
.ス
の
圃
體
を
»
持
す
る
、は
過
去 

m
於
..い
^
國
朽
及
，び
國
外
‘に
於
け
る
.君
主
の
高
き
各
#
と
國
家
の
顯
著
な
る
利
益
に
資
せ
る
所
で
あ
り
、
又
現
に
資
し
.つ
、
あ
る
所
で 

•ア
.ダ
ム
*
ス
ミ
スVJ

國
民
虫
義
經
濟
學 
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5

あ
る
と
論
結
い
た
し
ま
す
.0
.
.
.
.
. 

,

'■
.而
し
て
第
十
七
世
紀
に
於
け
.る
最
重
要
な
：る
英
國
重
商
主
義
文
献
を
構
成
す
る
も
の
は
同
國
東
印
度
會
社
が
其
の
役
員
若
し
く
は
代 

辯
人
を
通
じ
て
自
己
防
禦
の
爲
め
に
出
版
せ
る
短
論
篇
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
他
方
に
於
.い
て
同
會
社
を
攻
擊
す
る
が
爲
め
に
起
草
せ 

ら
れ
.た
蜇
商
主
義
的
文
献
の
多
く
は
、
東
印
度
貿
易
に
參
加
せ
ん
6
と
を
欲
す
る
競
爭
相
手
.の
商
人
の
著
作
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
取 

印
度
產
絹
物
及
び
キ
ャ
ラ
コ
の
如
き
織
物
の
競
爭
に
よ
っ
て
有
害
な
る
影
響
を
蒙
り
っ
、
あ
る
內
國
織
物
業
と
多
少
.の
關
係
あ
る
人
 々

の
著
作
で
あ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
.

•
次
い
で
、
此
の
國
に
於
け
る
君
主
専
制
政
治
の
企
圖
が
失
敗
に
終
り
、
王
權
主
義
に
對
す
る
議
會
主
義
の
勝
利
が
明
瞭
と
爲
る
と
北
ハ 

.に
、
齒
業
^

^
の
操
縱
は
王
室
よ
り
議
會
に
移
り
、
通
商
上
の
事
項
は
政
锻
の
具
に
供
せ
ら
れ
ま
，し
た
。
ト
ー
リ
ィ
黨
は
聚
印
度
會
社 

と
和
睦
し
、
，其
の
財
カ
に
依
る
拨
助
に
よ
っ
て
黨
勢
を
伸
張
し

. >

之
れ
に
對
す
る
報
酬
と
し

て

其
の
獨
占
權
を
防
護
し
、
東
印
度
^
織 

物
の
輸
入
に
穩
和
な
る
拘
束
と
課
税
と
を
施
し
て
之
れ
を
許
容
せ
ん
と
し
ま
し
た
。
之
れ
に
對
し
て
.ホ
イ
ッ
ダ
.黨
は
埒
望
を
博
す
る
が 

爲
め
に
獨
立
商
人
及
び
製
造
業
者
の
利
益
を
尊
重
し
て
.獨
占
會
社
に
反
對
い
た
し
ま
し
た
。
斯
く
て
有
力
な
る
ト
ー
リ
.ィ
黨
員
で
.あ
り
、
 

レ
ヴ
ァ
ン
ト
會
社
の

一

商
人
で

.あ
っ
た
サ

1
ダ
ッ
ド
リ
ィ

•ノ
ー

ス

の

如

き

「

ト

ー
リ
ィ
黨
小
册
子
筆
者

」

.
の
觀
察
が
黨
派
的
先
入
の 

見
に
•由
っ
て
一
層
聰
明
と
爲
っ
た
が
如
く
、
ジ

«
ン
• 
ロ
ッ
ク
の
如
き
ホ
イ
ッ
グ
黨
哲
學
者
の
經
濟
意
見
は
往
々
.に
し
て
其
の
黨
派
的 

偏
見
に
よ
っ
て
其
の
透
徹
を
缺
く
の
.憾
み
が
あ
っ
た
と
言
は
れ
.て
ゐ
ま
す
。
越
え
て
.一
.千
七
百
十
三
年
か
ら
同
十
四
年
.に
亙
り
、
ユ
ト
レ 

ッ
ヒ
ト
乎
和
條
約
に
附
帶
せ
る
通
商
條
約
を
繞
つ
て
鬪
は
さ
れ
た
論
戰
に
於
い
て

は

、

.ホ
イ
ツ
グ
黨
は
貿
易
：の
自
由
へ
の
接
近
を
怖
る

、
獨
立
商
人
並
び
に
酒
類
及
び
織
物
の
國
内
製
造
業
者
に
ょ
っ
て
支
持
せ
ら
れ
て
政
府
の
通
商
政
策
を
攻
擊
い
た
し
ま
し
たo

斯
く
て 

例
國
質
易
の
有
利
を
主
張
す
る
ト
I

n
ィ
黨
御
用
記
者
ダ
二
エ
ル
•デ
フ
ォ
ー
等
の
論
著
に
對
し
て
、
只
管
商
人
の
偏
見
に
訴
ふ
る
•何 

等
科
學
的
價
値
な
きj

「

最
も
不
條
理
な
る
形
態
に
於
け
る
重
商
主
義
の
好
例」

と
看
做
さ
る
V
サ
ー
•
シ
ォ
ー
ド
ー
ア
•
ジ
ャ
ン
セ
ン
其 

の
他.
の
著
作
が
現
れ
るXJ

と
、
爲
る
の
で
あ
り
ま
す
o
.
 

•

祎

に

「

重
麽
主
義
の
ブ
リ
ン
ス」

と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ト
ー
マ
ス
•
マ
ン
の
遺

著

M
n
g
l
a
n
d
w
T
r
e
a
s
u
r
e

 b
y

 Foi;raign 

Trade. 

の
第

一

章

は「

愛
國
奉
公」

即

ちthe love and service of 

I
 Co

u
n
t
r
y

の
語
を
以
っ.
て
始
ま
る
も
の.
で
あ
り
、其
の
他
の
重
商 

主
義
的
文
献
の
大
窗
分
が
國
民
的
進
步
發
達
の
爲
め
に
言
說
す
る
も
の
で
あ
っ
て

、

■

筆
者
等
自
身
の
私
的
目
的
の
爲
め
に
す
る
も

の

に
 

あ
ら
ざ
る
と
と
を
揚
言
し
つ
k
あ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
、
是
れ
等
短
論
篇
.の
筆
者
が
主
と
し
て
彼
れ
等
の
關
與 

せ
る
業
務
上
の
利
害
の
見
地
か
ら
■言
說
し
っ
、
あ
っ
た
こ
と
は
蔽
ふ
可
ら
ざ
る
事
實
で
あ
り
ま
す
。

四

斯
く
し
て
經
濟
上
の
諸
問
題
^
對
す
る
支
配
階
級
間
に
於
け
る
特
殊
刹
益
の
衝
突
は
遂
に
這
般
の
問
題
に
關
す
る
論
述
を
哲
學
的
撿 

射
の
下
に
置
く
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
蘇
蘭
の
倫
理
哲
學
者
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
に
至
っ
て
國

民
の
經

濟

生
活
は
一
全 

體
に
包
括
せ
ら
れ
、
國
富
の
問
題
は
最
も
公
平
無
私
尨
る
態
度
を
以
っ
.て
總
ベ
て
の
重
要
な
る
.社
會
的
方
面
か
ら
論
述
せ
ら
る
、
こ
と 

X
爲
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

'

ス
ミ
ス
.は

「

我
が
國
の
重
商
主
義
に
ょ.
つ
て
主
と
し
て
獎
勵
せ
ら
る
，
、
も
の
は
、
富
者
と
有
力
者
の
利
益
の
爲
め
に
遂
行
せ
ら

る

、 

ア
ダ
ム*
ス
ミ
ス«
國
民
.主

義

經

濟

學
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•)
產
業
で
あ
る」

.
と
做
し
ャ
嚴
烈
か
る
言
辭
を
双
つ
：て
之

.れ
を
攻
擊；-^
龙

'(
0
セ
'あ
^
ま
.す
;-
0
而
し
て
彼
れ
脖
人
爲
：の
制
度
が
公
共

.の

.利
^
 ̂

を
增
進
せ
.ん
と
.し
.て
.却
つ
'
.て
其
の
目
的
を
失
す
る
場
合
多
き
を
觀
、
總
べ
て
の
特
惠
又
は
制
限
の
制
度
が
完
全
に
撤
廢
せ
ら
れ
た
な
ら
' 

ば
、.■.明
自
單
純
な
る
自
然
的
自
由
の
■制
度
は
自
か
ふ
確
立
せ
ら
.
.る.可
.き
、.も
.の
と
說
い
た
：の
.で
あ
り
ま
す
-.
0

■!
.

ス
.ミ
ス
の
要
望
せ
る
自
然
：

g

自
由
は
、
重
商
主
義
的
規
制
及
び
.干
渉
よ
り
脫
却
，せ
る
產
業
及
び
商
業
の

.：自
由
で
あ
り
ま
し
た
。
.■彼

れ 

の
攻
擊
の
主
た
る
標
的
は
、
.
一
國
に
於
け
る 

ー
_小
部
分
の
：人
.々の
小
利
益
の
爲
.め
に
.
.全
國
..に
於
け
、る
あ
ら
ゅ
石
他
の
部
分
の
人
>
の
利 

益
を
損
傷
し
て
顧
み
ざ
る
獨
.占
的
商
人
並
び
に
舊
套
な
る
南
業
組
織
を
自
ら
恃
み
其
の
獨
占
權
を
濫
用
し
て
貧
困
な
る
勞
働
者
と
一
般 

公
衆
と
に
损
寄
を
興
へ
つ〜

あ
る
■手
工
業
者
で
あ
り
ま
し
た
。

ス
ミ
ス
.は
.恰
も
產
業
革
命
の
.開
始
せ
ら
れ
た
時
代
に『

國
富
論』

の
筆 

を
運
ん
だ
の
.で
あ
り
ま
す
。
彼
れ
.の
.觀
た
資
本
主
義
社
會
は
猶
ほ
若
か
つ
た
。
彼
れ
の
ま
#
せ
る
it
#
が
經
濟
的
活
動
の
_自
_
を
.以
つ 

て
原
則
と
す
る
も

の

.
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
彼
れ
が
國
家
'に
對
し
て
新
た
な
る
.任
務
を
設
け
た
？:
■と
.も
亦
、
疑
ひ
な
き
所
で
あ
り
ま
せ
ぅ
。

:フ
リ
ー

ド
.

リ

ッ
ヒ
•リ
ス
ト
の
：指
摘
せ
る
が
如
く
、眞
の
國
民
的
精
神
は
.一
國
が
產
業
及
び
交
易
に
於
け
る
共
通
の
利
害
に
.よ
つ
，
て
統 

I

の
.一
定
度
位
に
到
達
せ
る
際
に
の
み
其
の
國
に
起
り
得
る
も
の
で
あ
り
：ま
+
:.
,
°ア
グ
^

ス
.ミ
ス
が『

國
富
論

1
を
草
し
た
時
代
に
於 

い
て
は
”
ブ
ル
ラ
レ
ッ
ド

^
マ
ー
シ
ャ
ル
の
言
ふ
所
に
據
り
ま
す
れ
ば
、安
定
せ
る
政
治
狀
態
、
可
な
り
に
良
好
な
る
道
路
及
び
印
刷
機 

は
".

英
國
民
中
の
敎
養
あ
る
階
級
を
結
合
す
る
に
役
立
つ
所
が
大
で
あ

り

まし
た
が
、
而
も
地
.方
的
特
殊
的
利
害
は
往
々
.
'
.
に
しV

猶
ほ 

國
民
的
利
寄
よ
り
も
有
力

.で
：あ

り

ま

し

：

た
。

.

是
に
於
い
乎
、
彼
れ
は
又

、
.經
濟
關
係
を
她
方
的
拘
束
よ
り
脫
離
せ
し
め
、
生
糜
カ
を
增. 

加
し
、
而
し
て
產
業
及
び
商
業
：に
新
た
尨
る
發
動
力
を
與
ふ
，る
が
爲
め
に
.個
人
主
義
と
自
由

.主
義

と

を

：歡

び

興
.へ；た
の
で
あ
り
ま
す
。

ス
ミ
ス
其
の
人
は
熾
烈
な
る
國
民
主
義
者
で
あ
：り
ま
し
て
、
彼
れ
を
以
つ
て
.，
國
民
性
の
本
質
を
認
め
ず
、
又
國
民
的
利
益
.の
滿
足 

を
考
察
す
る
.こ
と
の
な
い
.世
界
主
義
者
で
あ
る
と
看
做
す
の
は
全
然
事
實
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
フ
祖
國
及
び
人
類」

E
t
.
l
a

 

.patrie 

et 

l

fru
m
a
n
i

成
は
フ
リ
'丨
ド
リ
'ッ
ヒ
•
リ
ス
ト
が
古
典
的
自
由
主
義
の
公
準
を
攻
擊
せ
る
喊
聲
で
あ
り
ま
し
た
。
然
し
が
な 

ら

、
靜
か
に
ア
グ
ム
>
ス
ミ
ス
の
書
を
通
讀
す
る
，者
は
、
寧
ろ
斯
く
の
如
き
も
.の
が
彼
れ
、の
眞
綱
領
で
あ
つ
た
こ
と
.を
發
.見
す
可
き
で
あ 

り
ま
す
。
彼
れ
は
其
の
大
著
を『

世
界
の
.富』

と
もr

個
人
の
富』

と
も
呼
ば
ず
し
てt

國
民
の
富』

.と
題
し
ま
し
た
。
彼
れ
は「

各 

國
經
濟c

ポ
リ
チ
カ
ル
.i
コ
ノ
.ミ
ィ)

の
大
目
的
は
.其
の
.國
の
富
と
カ
と
を
增
加
す
る
に
在
る」

と
說
い
て
居
り
ま
し
た
0
彼
れ
辻
國 

防
费
を
論
ず
る
に
當
つ
：て
、
戰
爭
の
技
術
を
以
つ
て
總
べ
.て
の
皮
•術
の
•中
で
、
疑
ひ
.も
な
ぐ
最
も
高
尙
な
る
も
の
で
あ
る
と
看
做
し
ま 

し
た
。
彼
れ
.は
又
、
屢
々
，引
用

せ
ら

る

、
が

如

く

「

國
防
は
富
裕
よ.り
も
遙
か
r
•一
層
重
要
.で
.あ
る
し
と
稱
し
て
、
航
海
條
例
が
外
國 

貿
易
.に
取
つ
て
本
利
な
る
影
響
を
有
す
る
に
枸
ら
ず
、
是
れ
を
以
つ
■て
.
英
國
の
總
ベ
て
の
商
業
規
制
中
に
在
O'
て
、
恐
ら
く
は
最
賢 

-

明
な
る
も
の
で
あ
.ら
ぅ
と
論
斷
し
た
こ
と
は
肩
ぐ
人
の
知
る
所
で
あ
り
ま
す
。
加
之
、
彼
れ
は
.、
如
何
な
る
國
民
と
雖
も
、
或
る
屬
領 

を
統
治
す
る
ヒ
と
が
如
何
に
.困
難
で
あ
り
、
又
是
れ
に
由
つ
て
生
ぜ
し
め
ら
る
、
經
費
が
、.
其
の
與
ふ
る
收
入
に
比
し
て
如
何
に
僅
少 

な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
に
せ
-よ
、
斷
じ
て
自
ら
其
の
支
配
權
を
拋
棄
す
可
き
で
は
な
、い
と
主
張
し
て
居
り
ま
し
衣
。

殊
に
彼
れ

が
晩
年 

'の
it
大
事
業
で
あ
つ
た
.

『

道
徳
情
操
論』

の
：校
訂
に
よ
つ
て
其
の
最
終
版
.に
揷
入
せ
ら
れ
た
第
六
.部
は
、
彼
れ
の
國
民
主
義
が
如
何
に 

純
正
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
を
示
し
て
ゐ
ま
す
。
彼
れ
に
從
へ
.ば
、
自
國
を
愛
す
る
の
念
は
人
類
を
愛
す
る
の
念
か
ら
生
ぜ
し
め
ら
る 

、
の
觀
な
き
も
の
で
あ
つ
て
、
前
の
情
操
は
金
然
後
の
情
操
よ
り
獨
立
せ
る
も
の
で
あ
り
、
又
往
々
に
し
て
吾
人
を
し
て
之
れ
と
相
容 

ア
ダ
ム
•ス

i

ス
ミ
國

K
虫
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濟
學 

一
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れ
ざ
る
符
動
を
取
ら
し
む
る
の
傾
间
す
ら
存
す
る.
の
觀
'あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
0
彼
れ
田
く「

吾
人
は
啻
だ
に
大
な
る
人
頃
社
會
の
部 

分
と
し
.て
菩
人
.の
國
家
を
愛
す
る
の
で
は
な
い
。
吾
人
は
一
意
其
れ
自
體
の
爲
め
に
、
又
全
然
斯
く
の
如
き
考
察
か
ら
離
れ
て
、
之
れ 

を
愛
す
る
の
で
あ
る」

と
。
ス
ミ
ス
は
實
に
世
界
主
義
者
で
あ
..る
以
上
に
國
民
主
義
者
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

.

五
.

.

 

;

.

今
か
ら
恰
度
一
百
五
十
年
前
の
と
と
で
あ
り
ま
す
？
心
懸
り
の
原
稿
十
六
卷
は
友
人
ブ
ラ
ッ
ク
と
ハ
ツ
ト
ン

の
手
に
よ
つ
て
肖
め
る 

ス
ミ
ス
の
目
前
に
於
い
て
燒
き
棄
て
ら
れ
ま
し
た
。
大
部
の
稿
本
が
メ
ラ
く
と
燒
け
失
せ
た
時
、
彼
れ
の
心
は
著
し
く
輕
く
な
り
ま 

し
た
。
每
週

0
曜
日
を
期
し
て
彼
れ
の
邸
宅
で
開
か
れ
る
晚
餐
會
も
終
り
ま
し
た
。
其
の
夜
九
時
半
頃
、
彼
れ
が
友
人
等
に
强
ひ
ら
れ 

て
癥
蚩
に
退
く
時

•
最
後
に
殘
し
た
言
葉
は
、
へ
ン
リ
ィ
•
マ
•ッ
ケ
ン
、、ツ
イ
.の
环
に
は
、「

紳
士
諸
君
、
.私
は
諸
君
と
の
交
際
を
愛
す
る

、
■ 

然
し
な
が
ら
私
は
あ
の
世
へ
赴
く
が
爲
め
に
諸
君
と
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ」

と
，響
き
、

ハ
ッ
ト
ン
は
彼
れ
が「

私
達
は 

輕

く

此

の

會

合

を

中

止

し

て

.

.
或

る

他

の

場
所
で
開
く
こ
と
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

と
申
し
た
と
傅
へ
て
ゐ
ま
す
。
こ
れ
よ
り
し
て 

が
ー
週
間
の
後
5 1

ち
一
.千
七
百
九
十
年
七
月
十
七
日
の
土
曜
日
を
以
つ
て
ス
ミ
ス
は

逝
去
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

資
本
生
義
は
ス
三

ス
の
死
後
一
百
五
十
年
間
に
於
い
て
無
量
の
變
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
若
し
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
が
蘇
つ
て
へ
今
日
の
世 

夢
を
見
た
な
ら
ば
、
と
れ
が
彼
れ
に
よ
つ
て
、
.あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
其
の
將
來
を
輝
か
し
く
描
寫
せ
ら
れ
た
資
本
主
義
社
會
の
成
長
後
の 

.姿

で

あ

る

力

を

且

つ

評

り

且

つ

驚

く

で
あ
り
ま
せ
ぅ
。
然
し
な
が
ら
、
資
本
主
顏
が
如
何
に
變
化
し
、
如
何
な
る
方
向

.に
向
つ
て
推

. 

移
い
た
し
ま
す
る
と
も
、
彼
れ
の
經
濟
學
ば
鏘
令
ひ
其
の
ま
、
で
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
に
し
ろ
、
永
く
吾
人
に
問
題
解
決
の
示
唆
を

T

I
I

1

R
へ
て
行
く
で
あ
り
ま
せ
ぅ
。
前
述
の
如
く
ス
ミ
ス
は
今
ょ
り
一
百
五
十
年
前
に「

私
は
あ
の

ft
へ
赴
く
が
爲
め
に
諸
君
と
お
別
れ
し 

な
け
れ
ば
な
ら5

」

と
告
げ
ま
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
彼
れ
は
其Q

死
後
永
く
彼
れQ

一
一
大
偉
著
を
通
じ
て
後
人
に
親
し
く
話
し
か
け 

て
ゐ
ま
す
。
彼
れ
の
時
代
以
後
に
於
け
る
歷
史
的
變
化
の
諸
時
期
に

.，特
有
な
る
諸
問
題
は
、
彼
れ
の
學
說
中
.に
包
含
せ
ら
れ
た
諸
眞
理 

の
或
る
も
の
を
し
て
時
に

1 :
耍
な
る
地
位
に
立
た
し
め
て
來
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
恐
ら
く
は
永
く
さ
ぅ
で
あ
る
こ
と
、
1aひ
ま 

す
。御

淸
聽
を
感
謝
し
、
玆
に
此
の
蕪
雑
な
る
講
演
を
終
り
ま
す
。 

.
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